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I. 学校関係者評価の概要と実施状況 

１．学校関係者評価の目的と基本方針 

【目的】 

田北調理師専門学校の自己評価の客観性・透明性を高め、本校と密接に関係する企業および団体・個人の理解促進や 

連携協力による学校運営の改善並びに教員の指導力向上を図る。 

  

【基本方針】 

関係業界等関係者、卒業生、教育に知見を有するもの、在校生の保護者等、その他校長が必要と認めた者により、 

学校関係者評価委員会を構成し、教育理念・目標、学校運営、教育活動、学修成果、学生支援、教育環境、学生の 

受入れ募集、財務、法令等の遵守、国際交流を主とした評価項目において行った自己評価結果を踏まえた今後の課 

題と改善策が適切であるか等、自己評価結果の客観性・透明性を高め、その評価結果や今後の改善策等についてと 

りまとめ、広く公表する。 

学校は、その評価結果を改善方策の検討において活用し、次年度の重点目標の設定や学校運営、教育活動等につい 

て具体的に改善を図ることで財務基盤の安定、教育水準の向上に努めることを目的とする。 

なお、学校関係者評価委員会の定数は 3 名とし、任期は原則 3 年とする。 

 

２．学校関係者評価委員出席者名簿 

 

   

３．学校関係者評価委員会の実施状況 

実施日時： 令和 8 年 5 月 13日（水）13：00～15：30 

場  所： 田北調理師専門学校 第 2 講義室 

 

４．学校関係者評価委員会の実施方法 

    2025（令和 7）年度の活動実績に対し学校関係者評価委員と学校とで十分な意見交換を行い、学校の状況につ

いて共通理解を深めた。自己点検・評価報告書に基づき、基準項目の自己評価結果および課題や改善策につい

て、下記のポイントに留意しながら評価を行った。 

 

（１）自己評価結果の内容が適切かどうか 

（２）今後の解決方法が適切かどうか 

（３）学校の運営改善に向けた取り組みが適切かどうか 

（４）その他、学校の運営に関する助言 

 

 

 

 

 

 

 

 

種別 氏名 所属（役職） 

関係業者等関係者 小野 秀幸 株式会社まるひで 代表取締役 会長 

教育に知見を有する者 薬師寺 十郎 元県職員（会社顧問） 

地域企業関係者 松竹 和市 株式会社大分センチュリーホテル 支配人 
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５．学校関係者評価の評価方法 

項目ごとに、自己点検・評価と同じく達成度による下記の評価基準によって評価し、基準ごとに自己評価結果 

が適正であるかどうかを評価した。 

自己評価結果に対する学校関係者評価の結果は基準項目ごとに表記している。また、意見についても取りまと 

めて記載している。 

 

【評価基準】 

３：基準を満たしており、特筆すべき取組を行っている 

２：概ね基準を満たしている  

    １：基準を満たしておらず改善が必要 

 

 

II. 学校関係者評価委員会報告 

1.重点項目について 

【重点項目】 

  ・行動は心を変える、行動の教育。No チャイム制。 

  ・接遇とマナー指導の充実。 

 

 【取組み状況ならびに成果と課題】 

  ・現代の学生の特性として受け身の学生や、物事について頭の中で考えるだけで、行動に移すことなくそこで足踏

みをしてしまう学生が多く見受けられる。そこでまずは Noチャイム制を導入した。そのことで、自分で時間を意

識し、何をすべきかを自分で考え行動できる学生が少しずつ増えてきたが、まだ十分とは言えない。折にふれ、

学校がなぜ No チャイム制を導入しているかという意図については、学生に説明し、理解を求めている。 

  ・卒業後社会に出る時に、調理師としての基礎は身についていても、それが即社会で通用するかといえば、難しい

のが現状である。社会人としての挨拶や返事は、社会生活を円滑にするには欠かせない。まずはどこに出ても恥

ずかしくないよう、各教科の開始と終了の挨拶時に、姿勢や目線、頭の下げ方等の指導をしたり、キャリア開発

の就職支援の一環としてビジネスマナーの指導を行っている。 

 

 【委員からのご意見】 

  No チャイム制の継続は、学生の主体性や自己管理能力の育成に資する取組として評価できる。一定の成果は見られ

るものの、更なる定着に向けた継続的な指導が必要。 

また、専門技術に加え、挨拶や態度など社会人としての基礎力の育成に力を入れている点も評価できる。今後は、こ 

れらが実際の場面で活用できる力として定着するよう、指導の充実が望まれる。 
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2.基準項目について 

項目（1）教育理念・目的・目標 

小項目 評価基準 
自己点検 

評価結果 

学校関係者

評価結果 

1 教育理念、

目的及び目

標の設定等 

教育理念等を踏まえ、当該専門学校としての目的及び目標を明

確に設定し、養成する人材像を明確にしていること。 
2 2 

 

【評価結果の分析】 

「自立貢献」という教育理念を踏まえ、教育目標と養成する人材像を明確にしている。 

 

【今後の改善方策】 

今後も現状を継続し、定期的に確認を行う。 

 

【委員からのご意見】 

教育理念「自立貢献」に基づき、教育目標および人材像が明確に示されている。 

 

項目（２）教育課程、教育の実施、学修成果 

小項目 評価の基準 
自己点検 

評価結果 

学校関係者

評価結果 

1 教育課程

の編成と授

業科目 

学校の目的・目標及び養成する人材像を実現するために必要な

教育課程編成・実施方針を作成した上で、教育課程を体系的に

編成し、系統性・段階性に配慮した授業科目を配置しているこ

と。 

2 2 

2 教育の実

施 

授業科目内容に応じ、講義、演習、実験、実習又は実技など、

適切な授業形態で教育が実施され、かつ、適切な教材が用いら

れるとともに、成績評価基準に基づき成績評価を行っているこ

と。 
2 2 

企業等と連携した、実習、実技、実験又は演習等（以下 「実

習・演習等」という）の授業を行っていること。教育目標の達

成に必要な企業等と連携した実習・演習等の単位時間または単

位数の総授業時数に占める割合を具体的に設定していること。 

3 単位・卒業 

認定 

学校の目的・目標及び養成する人材像を実現するために必要な

卒業認定方針（資格・免許等を含む修得させる職業能力を含む）

を学科・コースごとに定め、当該方針に基づき卒業の認定をし

ていること。 

2 2 

4学修成果目 

標の達成状

況 

卒業認定方針を踏まえ、学科・コースごとに職業能力を含む資

質能力の修得（資格・免許等の取得や知識・技術・技能の修得

含む。）についての目標を定め、その目標が達成できているこ

と。 
2 2 

学生が望む進路の実現に関する目標を定め、その目標が達成で

きていること。 
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【評価結果の分析】 

小項目 1 について、シラバスや全国調理師養成施設協会のテキストに基づき、教育課程の編成と授業科目を配 

置している。 

小項目 2 について、授業科目に応じ講義や調理実習が行われている。昨年度もワインバーを経営されている講 

師を招き、ワイン講習会を実施。企業等と連携した授業を行っているが具体的な単位時間等は設定していない。 

小項目 3 について、学校の養成する人材を実現するために必要な卒業認定方針を定め、方針に基づき卒業認定 

を行っている。 

小項目 4 について、調理師資格は卒業者全員が取得し、目標を達成している。就職を希望する学生について 

は、本人が望む進路が実現できるよう面談等の就職支援を行い、目標を達成している。 

 

【今後の改善方策】 

今後も現状を継続し、定期的に確認を行う。企業と連携した実習等については年度当初にスケジュールを組 

み、単位時間等を具体的に設定する必要がある。 

 

【委員からのご意見】 

小項目 1 について、教育理念や養成する人材像に基づき、シラバスや標準テキストを活用した教育課程が編 

成されている。社会や業界ニーズの変化に応じて内容を見直し、教育課程の充実を図ることが望まれる。 

小項目 2 について、外部講師を招いた講習会など、企業等と連携した教育の実践的な取組については継続し 

てほしい。ただ、単位時間等の年間計画として設定しておくとスムーズではないのか。 

小項目 3 について、引き続き学生に対して認定基準を周知し、学修への意識向上につなげていただきたい。 

小項目 4 について、調理師資格を卒業生全員が取得している点は、教育成果として高く評価できる。今後 

は、資格取得に加えて、現場で即戦力として活躍できる人材の育成を期待したい。 

また、希望進路の実現に向けて、面談等を通じた丁寧な就職支援が行われている。個々の適性や希望に応じ 

たきめ細かな支援の一層の充実が求められる。 
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項目（３）学生の受入れ、学生支援 

小項目 評価の基準 
自己点検 

評価結果 

学校関係者

評価結果 

1学生募集及 

び入学者の

選抜、収容定

員の管理 

入学者の受け入れ方針、入学選考基準、方法を定め、入学希望

者に明示し、入学者の選考を公正に行い、合否を決定している

こと。 
2 2 

学生の受入れは、入学定員に基づき適正に行っていること。 

2自主的な学 

習の促進に

対する支援 

学生の学力や学習状況を把握し、入学前教育や補習授業を行う

など学習支援に取組んでいること。学生の円滑な学習に向け、

シラバスの活用による学習成果の向上や自主的な学習に関す

る適切な支援を行っていること。 

2 2 

3多様な学生 

に対する支

援 

適切な体制を構築し、障がいのある学生、海外からの留学生、

社会人経験者など、多様な学生に対する支援を行っているこ

と。 

2 2 

4 学生生活

に 関する支

援 

カウンセラーの配置、相談室の設置など、学生の相談に対応す

るための環境整備を行い、適切に運営していること。 

2 2 

留年者、退学希望者など学習の継続に困難な問題を抱える学生

に対し適切な対応を行っていること。 

学校保健安全法に基づく学校保健計画を策定し、学生の心身の

健康管理体制を整備し、適切に運用していること。 

学生の経済的側面に対する支援体制を整備し、適切に周知、運

用していること。 

学生のキャリア支援、就職支援に対する支援体制を整備し、適

切に周知、運用していること。 

 

【評価結果の分析】 

小項目 1 について、募集計画等については日々改善をしながら実施している。選考基準、書類審査や面接、筆 

記試験による方法で公正に合否を決定している。 

小項目 2 について、学習時間が不十分な学生について補習授業を行うなど学習支援を実施。 

小項目 3 について、社会人経験者については他の学生と同様、個人面談を実施しながら学校生活が円滑に送れ 

るような体制を整えている。 

小項目 4 について、学校生活全般に関する相談は担任が行っている。就職については一部キャリアコンサルテ 

ィングによる支援を行っている。退学希望者については家族と連携して対応しているが、家族の協力が得にく 

い場合や、メンタルの問題を持っている場合は、今後も退学者はでることが予想される。 

学校保健計画として健康診断を毎年 5 月に実施、保健室の設置等適切に運用している。経済面側面の支援体制 

としては入学前後に活用できる奨学金等の制度を案内し、周知運用している。 

就職支援に関しては進路調査、個別面談、面接練習など就職活動が円滑に進むようカリキュラムに組み込み、 

体制を整えている。 

 

【今後の改善方策】 

メンタルヘルスに関しては啓発活動や予防的支援の充実を図り、学生が早期に相談につながる環境づくりを 

推進する。 
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【委員からのご意見】 

小項目 1 について、入学者の受入方針や選考基準を明確に定め、公正な方法で選抜が行われている。 

小項目 2 について、学生が自ら学ぶ姿勢をより一層育成するため、個別指導の充実や学習意欲を高める仕組 

みづくりの強化が望まれる。 

小項目 3 について、今後は、留学生や多様な背景を持つ学生の増加も見据え、より幅広いニーズに対応でき 

る支援体制が必要とされる。 

小項目 4 について、メンタル面の課題を抱える学生対応については専門的な支援体制を整える必要がある。 

奨学金制度の案内などについては、経済的支援体制の周知と運用が行われている。 

就職支援に関しては学生一人ひとりの適性や志向を踏まえた、よりきめ細かな支援を行い運用してほしい。 
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項目(４).教育実施組織・教員 

小項目 評価の基準 
自己点検 

評価結果 

学校関係者

評価結果 

1 教員の配

置、 募集、採

用 

教育課程を実施するのに必要な、資格・要件を備えた教員を確

保するために基準等（教員の採用基準等）を整備し、適正に運

用していること。 
2 2 

教員の常勤・非常勤、年齢構成等、また教員一人当たりの授業

時数等を把握していること。また、教員の専門性、教授力を把

握、評価していること。 

2教員の組織 

編制等 

学校の目的に応じた分野の区分ごとに必要な教員組織を整備

し、業務分担、責任体制を規程等で定めていること。 2 2 
教員間で連携、協力体制を構築していること。 

3教員の資質 

の向上 

学校の教育活動の改善、工夫を行う FD(Faculty Development)

などの取組や、教員の研究活動、自己啓発等への支援を行って

いること。 

2 2 特に職業実践専門課程においては、企業等と連携して組織的に

行っていること。 

教員の授業及び指導力等を修得・向上するための研修を企業等

と連携して、組織的に行っていること。  

 

【評価結果の分析】 

小項目 1 について、教育課程を実施するのに必要な資格等を備えた教員の確保ができている。また、教員の 

授業時間数等を把握している。 

小項目 2 について、学校の目的に応じた分野区分ごとに教員組織を配置、また、教員間で連携を構築してい 

る。 

小項目 3 について、教育活動、指導力等を修得・向上するため昨年度は大分市人権啓発センター主催の人権セ 

ミナーに 2 名の教員が参加。 

 

【今後の改善方策】 

今後も現状を継続し、定期的に確認を行う。今年度は一般社団法人全国調理師職業訓練協会主催の研修会に 1 

名の教員が出席予定。 

 

【委員からのご意見】 

小項目 1 について、今後も教育の質向上に向け、教員の専門性の更なる強化が望まれる。 

小項目 2 について、目的に応じた教員組織が整備され、教員間の連携も図られている。 

小項目 3 について、企業等との連携を含めた研修機会の拡充により、指導力の向上を目指してほしい。 
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項目（５）教育環境 

小項目 評価の基準 
自己点検 

評価結果 

学校関係者

評価結果 

1教育環境の 

整備 

教育上の必要性に対応できる施設・設備、機械器具等を備えて

いること。 

2 2 

学生の学習支援のための施設(自習室等)を整備していること。

また、学生の休憩、食事のためのスペースを確保していること。 

図書室を設置し、専攻分野の教育に必要な専門書及び参考図書

を配架し、必要に応じて学生が閲覧できるようにしているこ

と。 

2 安全対策、 

防災組織 

学校保健安全法に基づく学校安全計画を策定し、学校における

安全対策を適切に行っていること。 
2 2 

火災の発生や防災に関する組織体制を整備し適切に運営して

いること。 

3 施設・設備 

等の点検、改 

善等 

施設・設備等の日常点検、定期点検、補修等を適切に行ってい

ること。 
2 2 

施設の改築・改修、設備の更新等の計画を定め、適切に実施し

ていること。 

 

【評価結果の分析】 

小項目 1 について、学生の学習、休憩できるスペースは確保できてており、また、専攻分野に必要な料理本等 

の参考図書を学生が閲覧できるようにしている。 

小項目 2 について、学校における安全対策（感染症予防と出席停止の管理、保健室の設置など）を適切に行 

っている。 

小項目 3 について、施設設備の日常点検は実施できているが、施設の老朽化に課題があるため、定期点検や補 

修等の計画を定め、改善する必要がある。 

 

【今後の改善方策】 

学生が安心安全に学校生活を送れるよう施設の設備、防災体制について見直し必要な対策を検討する。 

 

【委員からのご意見】 

小項目 1 について、学習・休憩スペースや図書の整備など、教育に必要な環境が適切に整えられている。 

学習支援のための施設については、学生の学習意欲向上につながるよう、施設を有効に活用できる仕組みを 

考えてはどうか。 

小項目 2 について、引き続き、防災体制の充実や緊急時対応の見直しを行い、安心して学べる環境の維持・ 

向上に努めてください。 

小項目 3 について、日常的な点検は適切に実施されている点は評価できるが、施設の老朽化が課題であるた 

め、計画的な改修・更新を進め、教育環境の質の維持向上を図ることが望まれる。 
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項目(６).教育活動の基盤と改善・向上の取組 

小項目 評価の基準 
自己点検 

評価結果 

学校関係者

評価結果 

1中期事業計 

画と財務基

盤 

当該専修学校が策定している中長期的計画に、教育目的、教育

目標の実現に向けた具体的な内容が位置付けられていること。 
2 2 

当該専修学校の教育活動を安定して遂行するために必要かつ

十分な財務基盤を確立していること。 

2 学校運営 

学校運営の組織体制を整備し、適切な運営が行われていること

（職業教育に関するマネジメント（教育の企画・設計・運営等）

における責任体制を含む。）。 

2 2 

3 学校評価

の実施と改

善活動 

学校関係者評価委員会、教育課程編成委員会等外部からの意見

を反映するなど、関連企業等団体、地域社会等からの意見を当

該専修学校の運営やその改善・向上において活用しているこ

と。 

2 2 
特に職業実践専門課程においては、教育課程編成委員会を年２

回以上開催していること。 

学校評価を実施し結果及び改善状況についての情報を公表し

ていること。 

学校評価の結果に基づく改善への取組を組織的かつ継続的に

行っていること。 

4 社会から

の理解と情

報の公表 

当該専修学校の教育活動、学修成果、学校運営等の状況に関す

る情報を積極的に公表していること。 

2 2 教育目的・目標の達成状況や活動状況について関連する教育機

関、産業界等をはじめ、社会全体からの理解を得るよう取組ん

でいること。 

 

【評価結果の分析】 

小項目 1 について、①食の即戦力となる力を身につける②行動の教育が教育目標として明確に位置付けられ 

ている。その実現向け、カリキュラムの見直しや産学連携等を実施している。また、収入と支出のバランス、 

貸借対照表からも財務基盤は安定しており学生に必要かつ快適な教育環境を提供できる財務体質を備えてい 

る。 

小項目 2 について、業務内容の効率化の必要性を感じている。健全な学校運営にはさらなる情報の共有と広報 

活動を積極的に実施する必要性があり、継続して SNS の活用の促進や、ホームページの運用について検討を重 

ねながら取り組んだ。 

小項目 3 について、教育課程編成委員会を学校運営の改善・向上に活用しているが、年 1 回での開催。学校評 

価については情報を公開し、結果に基づく取組を行っている。 

小項目 4 について、学校に関する情報を積極的に公表。また、SNS やホームページを活用し教育機関・産業界 

等、社会からの理解を得るよう取組んでいる。 

 

【今後の改善方策】 

今後も予算決算管理及び昨年度対比による財務分析等の取り組みを継続的していく。また、適切な学校運営が 

行えるよう、組織体制の見直しを実施。教育課程編成委員会等の外部からの意見をもとに学校評価を実施し、 

公表。学校情報を積極的に公表し、教育目標等を理解してもらい教育活動の基盤を整える。 
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【委員からのご意見】 

小項目 1 について、教育目標に基づいた中長期的な計画により、安定した財務基盤が確保されている。 

小項目 2 について、業務効率化や情報共有の強化に向けたさらなる取組が必要とされる。 

小項目 3 について、委員会の開催頻度や外部意見の活用をより充実させる必要があるのではないか。 

小項目 4 について、発信内容の充実と継続的な情報更新を引き続き行い、社会からの理解を得る。 

  

以上 


